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１月２６日（木）午後、１・２年生が体育館で、

町の福祉保健課が主催する「児童生徒のＳＯＳの

出し方教育」を受講しました。講師は、秋田大学

教育文化学部教授の柴田先生です。

生徒の感想を紹介します。

・世の中が「当たり前」と考えていることができ

ないことに不安を抱えず、過ごしていきたいと

思いました。また、何か悩みがあるときは家族

でも先生でも友達でも相談し、助けをもらいた

いと思いました。

・人それぞれなので、皆と違うからといって否定

することはよくないと感じた。この話を聞いて、

人との接し方が難しいと思ったけれど、ために

なった。

【「ＳＯＳの出し方教育」の様子】

１月１３日・１４日に行われた全県総体スキー

大会、１月２５日・２６日に行われた東北中学校

スキー大会、そして、１月２８日・２９日に行わ

れた郡スキー大会の結果について、一斉メールで

お知らせしてありますが、郡スキー大会のリレー

競技で優勝した３名（〇〇〇〇さん、〇〇〇〇さ

ん、〇〇〇〇さん）が、校長室にあいさつに来て

くれました。優勝した感想を聞きました。

・順位よりも自分たちのタイムを意識して走るこ

とができた。

・全力を出し切ることができてよかった。

・ベストを尽くすこと

ができ、いいタイム

を出すことができた。

仲間のおかげだと思

っている。

また、１月２８日（土）第１６

回美郷町芸術文化賞の授賞式が行

われ、全国書画展覧会で筆都大賞

を授業した〇〇〇〇〇さんに栄光

賞が授与されました。２日昼休み、

校長室に受賞の報告に来てくれま

した。受賞の感想を聞きましたの

ＳＯＳの出し方教育

受賞のあいさつに来てくれました

で紹介します。

・単純に、本当にうれしかった。私がもらってい

いのかと思った。これからも、自分の納得がい

く作品をつくっていきたい。

おめでとうございます！！

１月３１日（火）と２日（木）の午前２時間、

わらび座から講師の方をお招きして、２年生のダ

ンス（体育）の指導をしていただきました。

２日間で三つの踊り「わらび座ソーラン」「春駒」

「ドンパン踊り」を習得しました。講師の方々か

らは、「振り付けを覚えるのが早かった」「明るく、

楽しく、恥ずかしがらないで一生懸命に踊ってい

た」とお褒めの言葉をいただきました。せっかく

覚えたのですから、忘れないよう、家族に踊って

見せてくれると…うれしいですね！【授業の様子】

３日（金）５時間目、体育館で「３年生を激励

する会」を新生徒会執行部の主催で行いました。

激励会は、「これまでの感謝の気持ちが伝わり、

受検に向けて気持ちを高めてくれればうれしいで

す。」という開式の言葉で始まり…

・１～２年生の時にお世話になった７

名の先生、現３年部の先生からのビ

デオメッセージやお手紙の紹介

・１・２年生が手作りしたお守りとだるま、学年

ネームの入ったシャープペンシルのプレゼント

・くす玉を割って合格祈願

・３年生へ応援エール…と進み、「閉式の言葉」で

締めくくろうとした時に、恒例(？)の３年生か

らのエール返しが行われ、「受検勉強、がんばり

ます！」という力強い言葉が聞かれました。

【〇〇〇先生から】 【くす玉】

２年生 ダンスの授業

３年生を激励する会


